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昭和大学歯科医学教育者のためのワ

ークショップを終えて 

歯科医学教育推進室 片岡 竜太

 

 

 

 

 ７月２９日から３日間，富士吉

田校舎にて「第１３回歯科医学

教育者のためのワークショッ

プ」を開催しました．招聘タスク

として，東京大学医学教育国際

協力研究センターの大西弘高

先生を含め，５３名の教員に参

加していただきました．メインテ

ーマは「歯科医学教育における

評価を考える」ということで，アドバンスドグループは１

７名の教授を中心に，「卒業の要件」と「歯学部に必

要な英語教育」について，ご討議いただきました． 

「卒業の要件」に関する問題点として，１）卒業試験

が比較的浅い知識中心で問題解決レベルの知識は

評価していないこと，２）臨床実習終了後，技能・態度

を評価していないことが挙げられました．１）に対して

は臨床実習の充実により，臨床の場で問題解決でき

る深い知識を習得させ，その評価を行うべきである，

２）に対しては臨床実習中あるいは終了時にＯＳＣＡ 

（Ａｄｖａｎｃｅｄ ＯＳＣＥ）を実施するということで合意が

得られました． 

「歯学部に必要な英語教育」に関する問題点として

は，学生の多様なニーズや能力の違いへの対応が

不十分で，英語教育が低学年で終了していることが

挙げられました．英語の能力別クラス分けが必要で，

各講座で医学・歯学英語の教育を行うべきであるとい

う点で合意が得られました． 

国家試験合格率の低下と入試志願者数の激減と

いう本歯学部が直面している厳しい状況の中で，教

授を中心に「本学がどのような学生を育てるのか」に

関しご討議いただき，問題点の把握と今後の方向性

に関して，合意が得られたことは大きな収穫であった

と考えます．卒後の臨床研修を見据えた学部におけ

る技術・態度教育を充実させていくために，現在，各

講座に基礎・臨床実習における履修内容のチェックと

臨床実習における到達度を評価するためのＯＳＣＡ

の項目の選定作業を依頼中です．１１月には香港大

学から講師を招いて，ＯＳＣＡに関する講演会を企画

し，来年１月に実務を担当する先生方を香港大学で

行われるＯＳＣＡに派遣し，今年度中に臨床実習にお

けるＯＳＣＡ実施に向けて準備を進めていきたいと考

えています．  

問題解決レベルの知識を習得することは，国家試

験合格に必須であるばかりでなく，臨床能力が高い

歯科医師の養成に必須であると考えます．従来の想

起・解釈レベルの浅い知識を評価するＭＣＱに加えて，

新たな評価法が必須ですので，引き続き大西先生を

講師として招き，セミナーを開催し，評価に関する理

解を深めながら，新たな評価法を検討していきたいと

考えております． 

今回ビギナーグループの先生方には本年度実施し

た「Ｄ２臨床入門」に続く，「Ｄ３臨床入門」に取り組ん

でいただきました．活発な討議の結果，アドバンスド

グループに負けないプロダクトを作成していただきま

した．是非討議を通じて得られた教育についての知

識と情熱を日々の学生指導に生かしていただければ

と思います．最後に，ワークショップの運営にご尽力

いただいた教務課の方々とワークショップ委員の先

生方に感謝します． 

 

 
大田区の職場体験推進協議会と教育委員会は，

中学生としての望ましい社会性・勤労観・職業観を育

てることを目的として，地域の企業等と学校が協力し

て職場体験学習を実施しています．昭和大学歯科病

院では昨年から区立田園調布中学校の生徒さんを

受け入れています．本年は２年生1名を受け入れまし

た．３日間の短い期間でしたが，ほぼすべての診療

科の見学と教授等による歯科医療の説明や，衛生

士・歯科技工士からの話もいただきました．また「多く

の学生が一生懸命勉強しているのを見て，私も頑張

ろうと思いました」との感想を述べていました．今後，

こうした地域社会への貢献を病院として積極的に行っ

ていくつもりです．ご協力のほど，よろしくお願いいた

します． 

中学生の職場体験学習 
 昭和大学歯科病院 管理課 志賀  耕二
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ピエールフォシャールアカデミー国際

歯学会奨学金を授与されて 
 D５ 高須 玲美

 
第２８回昭和歯

学会総会が平成２

０年６月２８日（土）

に昭和大学歯科病

院６階第１臨床講

堂で開催されまし

た．宮崎隆会長の

開会の辞に引き続き９時から一般講演の発表が始ま

り，午前中は１１演題が発表されました．１１時から上

條奨学賞研究補助受賞講演として，口腔生化学教室

の高見正道先生が「破骨細胞分化の分子メカニズム 

―細胞に見る免疫と骨代謝の接点―」と題して講演

されました．続いて評議員会および総会が開かれま

した．担当理事から庶務報告，学会報告，編集報告

がなされ，平成１９年度会計決算と会計監査報告の

後，平成２０年度活動計画案および会計予算案が承

認されました． 

１３時から特別講演として，日本大学大学院総合科

学研究科 泰羅雅登先生に「脳機能イメージング：歯

科研究と関連して」と題して講演していただきました．

続いて研究紹介講演として，総合内科学教室の井上

紳先生が「感染性心内膜炎予防 ―米国心臓協会ガ

イドラインから―」と題して講演されました． 

 再び午後の一般講演が行われ，５演題が発表され

ました．１５時４０分に槇宏太郎歯科病院副院長から

閉会の辞があり，盛会のうちに総会は終了しました． 
 

このたびは，ピエールフォ

シャールアカデミー（ＰＦＡ）国

際歯学会奨学金を授与され

て大変光栄に思っています．

ありがとうございました．ＰＦ

Ａ国際歯学会という団体があ

ることを知りませんでしたの

で，奨学金の授与も予想して

おらず，とても驚きました．多

くの歯学生の中から選んで

いただいたことを真摯に受け

止め，ＰＦＡ奨学金を大切に使わせていただきます．

ＰＦＡの言う“各国の歯科大学・歯学部の学生の中か

ら，学業成績に優れ且つリーダーシップをとり将来が

期待される学生”という趣旨に沿えるよう，今後は，よ

り一層努力し，将来は歯科医学と歯科医療の発展に

貢献していきたいと思います． 

 
昨年に引き続き，

医学部，歯学部，

薬学部の合同オー

プンキャンパスが

平成２０年７月２５

日（金），旗の台キ

ャンパスで行われ

ました．昨年は第１

回目ということもあり，各学部がそれぞれに説明会，

模擬実習，模擬授業，個別相談会などを持ち寄り，

参加者が自由に選択して参加できる３学部のオープ

ンキャンパスでした．今年度はカリキュラムに学部横

断授業が増えたこともあり，学部の紹介というより旗

の台キャンパスの紹介というニュアンスが強く表れて

いました． 

当日は大変な猛暑の中，４３６組（歯学部３９組）の

受験希望者とその父兄が参加し，プログラムを片手

に真剣なまなざしで各会場のブースを回っていました．

特に各学部に設け

られた「在学生との

語らいコーナー」で

は，寮生活やクラブ

活動などについて談

笑を交えながら話し

合っていました． 

最後に学生スタッ

フ（総勢１７名）には，前述の語らいコーナーだけでな

く，受付から各模擬実習まで幅広く活躍していただき

ました．ありがとうございました． 
 

 
昭和大学口腔ケアセンターは本年４月に開設され

ました．各病院の連携と多職種でチーム医療を行う

には基本マニュアルは不可欠となります．本マニュア

ルには口腔ケアが標準化して記されています．これ

まで，口腔ケアに関する資料は多く出ていますが，標

準化しようとしたものはほとんどありません．基本マニ

ュアルでは，器質的ケア，機能的ケアのそれぞれに

ついて３段階に分けて標準化してあります．口腔ケア

を標準化することによって院内のクリニカルパスが容

易となり，退院後の地域連携パスに繋げようとする意

図があります．標準化されたマニュアルを基に，チー

ム医療によって，口腔のケアを通して在院中のＱＯＬ

の向上のみならず退院後も視野にして基本マニュア

ルを活用していく所存です．昭和大学のホームペー

ジに掲載予定です． 

学部合同オープンキャンパス（旗の台）
 歯科薬理学教室 山田 庄司

口腔ケアセンターの基本マニュアルが

できました 
 昭和大学口腔ケアセンター長 向井 美恵

第２８回昭和歯学会総会開催 
 口腔解剖学教室  江川 薫



 3

留学生との再会 
 昭和大学名誉教授 川和 忠治

昨年の３月，３０年近く務めた昭和大学を定年退職

し，早いもので１年３ヵ月が過ぎました． 

現在，アジアの歯科医療の発展に寄与するため，

２００３年に東京医科歯科大学を中心に設立された

「アジアデンタルフォーラム（ＡＤF）」という組織に携わ

っています．

その関係で

昨 年 の １ １

月上海市で

開催された

「 第 １ 回 上

海日中デン

タ ル フ ォ ー

ラ ム 」 の 学

術講演で 1

週間出張しました．また，今年４月には，来年の開催

地を決めるために北京，重慶，上海市の視察に行き

ました．重慶は初めてでしたが，長江（揚子江）上流

の丘陵地帯にあり，美しい山々に囲まれた風光明媚

な所でした．また，タクシーのほとんどが日本のスズ

キというのにも驚かされました．現地の人からはこの

あたりはあまり地震がないと聞いていましたので，帰

国後の５月１２日の四川大地震には本当にビックリし

ました． 

今回，６月５－８日まで北京市の北京展覧館で「第

１３回シノデンタル」と同時に開かれた「第３回 北京 

日中デンタルフォーラム」の講演会を開催してきまし

た．この講演会で，保存学教室に留学していた呉

（Wu）先生と会場でお会いし，今までに中国から昭和

大学歯学部に留学した先生方は約２０名程度がいる

と伺いました．また，６月６日に先生の計らいで留学し

ていた６名の先生方と交流をする機会を持つことが

出来ました．それぞれが立派に成長され，中国で活

躍されている姿を目の当たりにし，嬉しくもあり，誇ら

しげにも感じました．留学していた先生方も中国に帰

国してからはなかなか会う機会がなく久しぶりに会っ

たとのこと，宴席が進むにつれ話が盛り上がり，楽し

い一時を過ごすことが出来ました（写真）． 

最後になりますが，歯学部のますますの発展を期

待しております． 

 
 
 

 
患者数 １日平均 

前月１日

平均 

前年１日

平均 

外来患者 １８,５５３ ７１３．６ ７０９．９ ７２３．３

入院患者 ３６３ １１．７ １３．１ １３．３
 

 
７月２９日から３１日

までの３日間，富士吉

田にて第１３回昭和大

学歯学教育者のため

のワークショップに参

加して参りました．夏

の富士吉田は初めて

でしたが，東京に比べて涼しく，とても過ごしやすいと

感じました．ご飯がとてもおいしく感じられ，ここで１年

間寮生活を送る学生はとてもいい環境で学生生活を

送っているのだなと感じました． 

私を含めたビギナーコースは，Ｄ３臨床入門の一

般目標と到達目標を決め，その評価方法について話

し合いました．すでに，学生はＤ２で臨床入門を行っ

ているため，より発展した目標の設定と高度な学習

内容にすることが求められました．具体的な学習内

容を決めることはとても難しかったのですが，同じ班

の先生方のご尽力もあり，相互実習，模型実習，付き

添い実習とバランス良く実習内容を決めることができ

たのではないかと感じました．評価方法に関しまして

は，学習意欲を向上させることを班の目標としていま

したので，フィードバックを主体とした形成評価が有効

ではないかと考えました．来年からユニットとして採用

されるとのこと，具体的な計画を決めて，学生にとっ

てより良いものになるようになればいいなと思いまし

た．また，講演して頂いた大西弘高先生のお話は大

変分かりやすく，医学教育を体系的に考えるきっかけ

を与えて下さいました． 

最後になりましたが，本ワークショップを主催・運営

されました方々に厚く御礼申し上げます． 

 
９月 ６日（土）：歯科病院 臨床研修歯科医採用試験 

９月１４日（土） ：歯学部オープンキャンパス 

９月２３日（火）－２５日（木）： 歯科基礎医学会 

９月３０日（火）－１０月４日（土）： D1早期体験実習 

１０月１０日（金）－１２日（日）： 旗が岡祭・いぶき祭 

１０月１８日（土）： 富士吉田父兄会 

１０月２１日（火）： 解剖慰霊祭 

１０月３１日（金）： 歯科病院 臨床研修歯科医 

マッチング発表 

 
厚生労働省関東信越厚生局 臨床研修審査官 

三森 香織 （前 歯周病学 員外助教） 

異動 広報委員長 井上 富雄

行事予定 
 広報委員長 井上 富雄

診療統計（平成２０年７月分） 
 医事課課長 久米 徳明

歯学教育者ワークショップ(ビギナーコ

ース)に参加して 口腔生化学教室 山田 篤



 4

 
去る７月２９日から

３１日にかけて富士

吉田校舎で，第１３

回歯学教育者ワーク

ショップが開かれま

した．今回は，理事

長，学長，学部長，

病院長はもとより，歯学部教授のほとんどが参加す

るという画期的なものになりしました．アドバンスドコ

ースでは「昭和大学歯学部における卒業の要件」と

「英語教育の目標」が話し合われましたが，中でも「卒

業の要件」については優れた歯科医師を育てたいと

いう理想と国家試験合格率をいかに上げるのかとい

う現実の狭間での議論がなされました． 

流れとしては，Ｄ２－３で，基礎を中心に夢を持た

す教育，Ｄ４－５で，主に態度と技能を十分につけさ

せる教育，Ｄ６では，ますます難しくなる国家試験に

対応すると共に臨床の現場において自分で問題解決

できる知識をのばす教育を行うという方向性が確認さ

れたと思います．この熱い議論が現実となれば本当

に国家試験の合格率も上昇し，昭和大学歯学部の卒

業生はひと味違うと言われる様になると，参加した先

生方が本当に笑顔で，そして真剣に話し合いました．

そしてそのような想いを胸に２泊３日という長丁場に

もかかわらず，熱い教育者魂を持ち議論し，酒を交わ

しながら語り合う昭和大学歯学部の教育者の一人で

あることを誇りに思う瞬間でした．昭和大学歯学部は

教育においても日本一になると確信しました． 

理事長，学長をはじめ，サポ－トをしてくれたタスク

フォースの先生方や事務の方々に感謝致します．あ

りがとうございました． 

 
歯学部で海外留学

が出来るなんて！６

年前，入学したばか

りの私が夢にも思っ

ていなかった事が現

実になりました．私は

５月７日から２３日に

南カリフォルニア大学

（ＵＳＣ）に行かせて頂きました．将来，何らかの形で

海外に行く希望がありますので，現地の人と交流しな

がら生の情報を得たいという思いで渡米しました． Ｕ

ＳＣではＰＢＬ見学とＵＳＣの歯科病院や研究施設，４

か所の地域医療施設の見学をしました．また，学生

はもちろん多くの日本人歯科医の方や，アメリカの免

許取得を目指している International Student の方々と

も交流しました．免許取得，多額の費用，言葉の壁に

苦心しながらも溌剌としている先生方は，輝いて見え

ました． 

最も印象的だったのは，患者を治療する学生のア

シストをしていた時に見た光景です．長引く治療に耐

えられず怒りだした患者に，学生は焦らず対処し自分

の力で関係改善をしていました．４年制のＵＳＣでは３

年から患者を治療しますが，私とほぼ同じ年なのに

度胸があり患者との信頼関係もしっかり構築していた

ので，見習いたいと思いました． 

７月１２日に歯科医学教育学会において，この様な

選択実習での経験を口頭発表しました．今は２人の

友達（鈴木芳恵さん，森田麻友さん）とともに，朝９時

から after 5 の予定までぎっしり詰まった約３週間を有

意義に過ごせたことがとても嬉しいです．この経験を

次なる目標への布石にしたいと思います．最後になり

ますが，大変お世話になったＵＳＣの先生方，そして

昭和大学の先生方に心から感謝いたします． 

 
大学の置かれた環境は厳しさを増し，個々の教職

員の仕事量は限界に近付いており，情報ネットワーク

を活用した効率化，省力化を図る必要があります．そ

こで，昭和大学のネットワークを利用する者が，教育，

研究，事務活動（診療を除く）にとってより良いネット

ワーク環境を構築するための提言を総合情報管理セ

ンター運営委員会に提言すると共に，ネットワークの

利用促進を図るために，情報ネットワーク委員会が

新たに設置されました． 

この委員会は昭和大学すべての学部，附属病院，

事務系の部局から選出された委員で構成され，各委

員が所属する部局から持ち寄ったネットワーク環境に

関する要望を討議，調整し，昭和大学ネットワーク環

境の改善に関する提言を行うと共に，利用促進のた

めの支援を行うことが目的です． 

私が初代委員長を拝命することになりました．まも

なく活動を開始し，活動状況は学内ネットで公開する

予定です．昭和大学ネットワーク環境の改善のため

に皆様のご協力をお願いいたします． 

 

 
日本顎関節学会 指導医 取得 

船登雅彦（歯科補綴学教室 講師） 

 
今年の夏も多くの先生や学生さんたちが脳に汗を

かきながら学んだり考えたりしている姿をお届けしま

す．よりよい教育とは何かを試行錯誤しながら歯学部

は日々進化しています．ぜひ応援してください． 

専門医取得 広報委員長 井上 富雄

情報ネットワーク委員会が設置されました
 歯科薬理学教室 山田 庄司

選択実習を体験して（南カリフォルニア

大学，アメリカ） D６ 澤田 紘美

歯学教育者ワークショップ(アドバンスドコ

ース)に参加して 口腔外科学教室 新谷 悟

編集後記 
 歯科放射線学教室 松田 幸子


